
2023年度連載こらむスタート！

今年度はUMECO登録団体｢大外郭の会｣さんに、｢北条五代の城を
たずねる｣をテーマに連載していただきます。お楽しみに︕

Part１
2023度は｢⼩⽥原史談会｣さんに、｢記憶に残したい⼩⽥原の近代人｣をテーマに連載していただきます。お楽しみに︕

令和５年度 小田原市市民活動応援補助金
交付事業の審査結果等について

障害のある子の「親なきあと」相談室小田原

ご来場いただきありがとうございました！

UMECO会議室「先行予約」を
ご存じですか？

条件があえば、1年先まで予約ができます︕

●会議室1・2・3を⼀括利⽤する場合
●会議室5・6を連続3日以上⼀括利⽤する場合

（いずれも連続6日以内）

この場合1年前から予約できます

≪先⾏予約の例 例えば…≫
★2024年4月に会議室1・2・3を利⽤して総会をやりたい
→2023年4月の同日10:00から2023年9月30日まで

申込できます。
★2024年6月に5日連続で展示会をやりたい
→2023年6月の同日10:00から2023年11月30日まで

申込できます。
≪先⾏予約の申し込み⽅法≫

窓口や電話で
空き状況を確認する

「先⾏予約申込書」
を窓口に提出する

②から1か月以内に
利⽤料⾦を⽀払う

① ② ③

※詳細はお気軽に窓口までお問い合わせください。

令和５年度小田原市市⺠活動応援補助⾦は、スタート
アップコース10件、ステップアップコース7件(プラン
Ａ5件、プランB２件）、合わせて17事業の応募があり、
書類審査による第１次審査の後、３月５日(日)に公開プ
レゼンテーションによる第２次審査を⾏いました。審査
結果等は、小田原市及びUMECOのホームページでご覧
ください。 http://umeco.info/

障害のある子の「親なきあと」相談室小田原は、障害
のある⽅やそのご家族、⽀援者が⽣きづらくない社会
にしていく事は、すなわちすべての人が⽣きづらくな
い社会にしていく事と考えます。なぜならそれは、障
害を今持っているか、これから持っていくかという問
題だとも言えます。障害を他人事としてとらえるので
はなく、自分のこととしてとらえられる人々が増えて
いってほしいと思います。「親なきあと」相談室のよ
うなよろず相談窓口があれば、漠然とした悩みに対し
ても相談ができて、次への指針が示されます。具体的
な悩みが⾒えてきたら、専門家を紹介して個別に対応
してもらうことができます。早い段階から不安を話す
ことで、事が大きくならないうちに準備が必要なこと
を知り、準備できる状況を作ることができます。

包で、それを背負って歩いたのだそうです。明治26年に
「三河国報徳社で死んだとき、小田原の人も、遠州の人
も、三河の人も、⼼から故人を慕って、火葬に附したお
骨を分けたが、お骨ばかりか灰までも大切に分けあって
厚く葬った」（草山惇造氏）といいます。小田原の報徳
博物館には、尊徳が自作し、滝助が友人より譲り受けて
秘蔵した遺品の「木の玉」が寄託・展示されています。

令和４年度

提案型協働事業・市民活動応援補助金
交付事業 報告会

福山滝助(⾥⾒多喜蔵、1817〜1893年)は、⽂化4年
小田原に⽣まれて、遠江(静岡県)・三河(愛知県)で二
宮尊徳の教えを広めた人です。古新宿で菓子を商いな
がら小田原報徳社で活動し、慶応3年(1867)福住正兄
の推薦で、隠居して遠江の報徳の活動を指導に出かけ
ました。遠江には秦野⽣まれの安居院庄七・浅田勇次
郎兄弟が種を蒔いた報徳社がいくつもありましたが、
指導者を失ってどれも衰退していたからです。
当時の農⺠の多くは借⾦を重ねていましたから、商人
だった滝助が報徳⾦の無利息貸付を柱として指導する
と、数多くの報徳社ができました。これは日本の信⽤
組合の先駆けと言えるでしょう。滝助は自分の家を持
たずに村々をまわるという⽣活で、経費は自分で⼀切
を⽀出し、荷物と言っても帳⾯を入れた大きな風呂敷

年に1回の本セミナーと年数回のミニセミナーを継続的に運
営実施してきました。内容は、知的障害、摂食障害、精神疾
患、ゲーム依存症、障害者の就労、障害年⾦、成年後⾒、財
産の相続と管理、障害者の⻭科医療、障害者⽀援センターの
紹介等です。

令和5年2月4日(土)にUMECO活動エリアで「UMECO環境
フェスタ」を開催しました。10の市⺠活動団体がブース
を出展し、約120名の⽅がご来場されました。
⼀般参加者の皆さんからは、「楽しかった」だけでなく
「自分ももっとエコに取り組んでいきたい」「地球を守り
たい」などの多くの感想が寄せられました。

★めだかサポーターの会
めだかなどの在来種と同時に、
在来種を駆逐していく外来種
も展示。環境問題は「待った
なし」だと感じました。

★⼩⽥原友の会
「SDGsは我が家から」

資源を大切に使うための
⽣活の知恵が満載でした。

★相洋高校インターアクト部
環境や国際問題に取り組む
高校⽣の話に、皆さん熱⼼
に耳を傾けていました。

★リサイクル水樹
捨てる前に再利⽤︕リサイ
クルの様々なアイデアを教
えてもらいました。

★⼩⽥原生(いき)ごみクラブ
段ボールコンポストを使った
⽣ごみを減らす取り組み。
「我が家でも」と、多くの⽅
が熱⼼に話を聞いていました。

★ＮＰＯ法人SoELa
環境について遊びながら学
べるカードゲーム。子ども
たちに大人気でした︕

★温暖化防止アクション
グループ

⼿回し発電機で発電体験。
電⼒消費を抑えるのに良い
選択は︖体を使って実感で
きました。

★エコロジカルコミュニティあおいほし
＆おひるね生(いき)ごみハーブ畑

ハーブ入りの環境にやさしい
オリジナルせっけん作り。来
場者の多くが作ったせっけん
を大切に持って帰りました。

★おだわら環境志⺠ネットワーク
竹あかりづくりを楽しみつつ、
小田原の荒廃竹林問題につい
ても学ぶことができました。

★函嶺⽩百合学園高等学校
海洋プラスチックを利⽤し
たアクセサリー作りが大人
気︕環境クイズで地球環境
保護の大切さも学びました。

一般タクシー・観光タクシー・介護福祉タクシー

２４ 時間営業 

 
 

 

小田原市では、市⺠活動団体と⾏政がそれぞれの特性や
資源を⽣かし、地域課題の解決や新たな市⺠サービスの
創出を目指す提案型協働事業と、市⺠活動の活性化と市
⺠活動団体の自⽴を⽀援し、市⺠主体のまちづくりを促
進するための市⺠活動応援補助⾦交付事業を実施してい
ます。
☆令和４年度の交付事業の報告会を下記の日程で実施し

ますので、ご興味のある⽅は、ぜひご参加ください。

日時︓6月10日(土) 9:30〜12:30（予定）
場所︓UMECO会議室１・２・３
※⼀般参加者は会場またはオンラインでご視聴いただけま

す。5月から参加受付を開始します。
地域政策課(TEL 0465-33-1458) へお申込みください。

UMECOを上⼿にご活⽤くださいね︕

ご興味を持った⽅や、相談
を希望する⽅はぜひホーム
ページをご覧ください。

（⽂︓代表 松浦克さん）

記憶に残したい小田原の近代人① 「福山滝助と報徳仕法」

⼩⽥原史談会
⻘⽊良⼀さん

報徳博物館に展示の
「木の玉」とその由来書


